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評 価 ・ 提 言 等 

 

提言等に対する改善方法等 

１ 今年度の最終評価について 

（１）学習指導 

  家庭学習時間が伸びていない状況や、課題・宿題等

への生徒の取組姿勢が不十分な部分も見られるような

ので、工夫しながら効果的な取組をお願いしたい。 

（２）生徒指導 

  「明るいあいさつ」の評価が低いが、日常の生徒の

様子を見ている限り十分できていると思う。皆勤率の

評価については、社会的に皆勤は取りやめの方向に進

んでいるので、高校でも検討してほしい。交通事故ゼ

ロの状況を今後も継続してほしい。 

（３）進路指導 

  就職における離職率の高さが社会全体の課題になっ

ているなかで、本校も生徒の適性に応じた進路指導等

によりミスマッチのない進路指導をお願いしたい。 

（４）業務改善 

  教職員の上履きは、防災の観点から見ると、スリッ

パ型より運動靴タイプの方が非常時等には動きやすく

適切ではないかと思うので、検討してはどうか。 

（５）農業科の取組 

  年間を通して多岐にわたる取組実践がなされており

大変すばらしい。スマート農業や儲かる農業等につい

ての指導も行政とも連携しながら取り組んでほしい。 

 

２ 重点目標について 

心の教育推進校として、生徒の心にアプローチする

効果的な取組が実践されている。 

 

３ 説明・公表について 

（１）ホームページ、インスタグラム、TikTokによる情

報発信が効果的に行われている。 

（２）新聞で取り上げられる回数が多く、本校の教育活

動が効果的にＰＲできている。 

 

４ 学校運営への提言 

（１）本校はどんな学校を目指すのか、学校の目指すビ

ジョンを示し、立ち位置を明確にしてほしい。 

（２）寮が完成したことによって志願者も100名近くにな

っている。今後も学校の魅力化を推進し、県外生徒

等の受け入れにも力を入れてほしい。 

 

 

・部活動等で時間に追われる生徒も多い

中で、教科担当者の指導意図がなかな

か伝わっていない現実がある。学習へ

の向き合い方を指導していきたい。 

・今後も自ら進んで挨拶ができる生徒の

育成に努めていく。皆勤の在り方につ

いては県立学校全体の状況も見ながら

検討していきたい。交通事故防止につ

いては引き続ききめ細かい指導を継続

していきたい。 

・就職後も面談を行う等きめ細かいケア

を行い、離職の防止に努めている。在

学中における指導も適性に応じた進路

指導を徹底していきたい。 

・生徒にもスリッパ型の履物を購入させ

ているため、今後、防災の観点も含め

て検討していきたい。 

 

・農業科としては、現有資産と要員で可

能な限りの事業に取り組んでいる。今

後もこの姿勢を継続したい。また、関

係機関ともしっかり連携したい。 

 

・今年度培った教育実践を次年度以降の

活動に生かしていきたい。 

 

 

・生徒・保護者からも好評を得ているの

で今後も継続していきたい。また、令

和８年は午年であることに鑑み、馬術

部の活動とも関連付けながら、学校の

魅力を発信していきたい。 

 

・県立学校再編後の本校の役割を整理・

共有し、教職員が同じ方向を向いて取

り組んでいく体制を整えたい。 

・全国募集については、寮のメリットを

生かせるよう、引き続き積極的に募集

に取り組んでいきたい。 

 

 


